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地
球
温
暖
化
や
全
国
的
な
電
力
不
足
を
背
景
に
、
住
宅
に
対
す
る
省
エ
ネ
・
省

Ｃ
Ｏ
２

・
節
電
の
要
求
は
現
状
よ
り
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
国

で
も
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
・
カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
）
住
宅
の
普
及
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
暖
房
・
換
気
を
始
め
と
す
る
住
宅
設
備
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
方
法

は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
考
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
設
備
・
省
エ
ネ
手
法
の
現
状
を

改
め
て
見
て
い
き
た
い
。

　

次
世
代
の
住
ま
い
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
や
Ｌ
Ｃ

Ｃ
Ｍ
住
宅
、
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ

ス
、
無
暖
房
住
宅
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
超
省
エ
ネ
住
宅

は
、
基
本
的
に
躯
体
の
断
熱

性
能
を
で
き
る
だ
け
高
め
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
少
な
く

し
、
そ
の
う
え
で
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か

な
う
考
え
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
第
１

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
５
〜

６
割
を
占
め
る
暖
房
費
を
機

械
に
頼
ら
ず
に
低
減
す
る
。

そ
の
こ
と
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
・

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
修
繕
費
ト
ー

タ
ル
の
住
居
費
を
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

　

第
２
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

依
存
を
減
ら
す
。
そ
れ
が
例

え
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
て

も
、
ま
ず
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
わ
ず
に
や
れ
る
こ
と
を
や

る
。

　

第
３
に
設
備
は
ユ
ー
ザ
ー

の
予
算
や
社
会
の
要
求
に
応

じ
て
選
択
・
導
入
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
時
に
は
熱

源
の
交
換
を
前
提
と
し
て
検

討
を
行
う
。

　

以
上
の
３
点
が
こ
れ
か
ら

の
住
宅
を
考
え
る
う
え
で
の

重
要
な
柱
と
な
る
。

　

暖
房
・
給
湯
に
つ
い
て
は

熱
源
と
機
種
を
ど
う
選
ぶ
か

だ
が
、
い
ず
れ
も
熱
源
は
電

気
が
主
流
で
あ
る
こ
と
は
当

面
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

今
年
の
１
月
５
日
号
で
本

紙
が
行
っ
た
「
省
エ
ネ
性
能

へ
の
意
識
と
標
準
仕
様
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
で

は
、
暖
房
・
給
湯
と
も
電
気

熱
源
の
採
用
率
が
８
割
を
超

え
、
東
日
本
大
震
災
後
に
熱

源
を
変
え
た
住
宅
会
社
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
そ
の

理
由
で
最
も
多
か
っ
た
の
が

『
変
え
る
必
要
性
を
感
じ
な

い
』
で
、
次
に
多
か
っ
た
の

が
『
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
が
多

い
』。
住
宅
会
社
側
も
ユ
ー

ザ
ー
側
も
熱
源
は
電
気
を
第

１
に
考
え
る
傾
向
が
強
く
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
、
電
気
熱
源
と
な
れ

ば
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
採
用

は
必
須
と
な
っ
て
い
き
そ

う
。
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

基
準
（
住
宅
事
業
建
築
主
の

判
断
基
準
）
で
は
、
電
気
蓄

熱
暖
房
器
や
電
気
温
水
器
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
電
気
生

焚
き
の
設
備
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
式
の
設
備
と
比
べ
て
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
２
倍

以
上
に
な
る
計
算
。
国
が
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ

Ｍ
を
目
指
し
て
い
る
以
上
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
採
用
の
流
れ

は
必
然
と
も
言
え
る
。

　

現
状
で
は
大
気
中
の
熱
を

利
用
す
る
空
気
熱
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
式
の
温
水
ボ
イ
ラ
ー
や

エ
ア
コ
ン
の
採
用
が
大
半
だ

が
、
温
度
的
に
安
定
し
て
い

る
地
中
の
熱
を
利
用
す
る
地

中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
も
、
ボ

ー
リ
ン
グ
の
コ
ス
ト
が
下
が

れ
ば
普
及
が
進
む
可
能
性
が

あ
る
。

　

一
方
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
少
な
さ
な
ど
環
境
性
で
ガ

ス
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
や
、
地
域

経
済
の
こ
と
を
考
え
て
地
元

に
販
売
店
が
あ
る
灯
油
を
選

ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
る
な
ど
、
ガ

ス
・
灯
油
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

も
根
強
い
。
電
気
熱
源
同
様

に
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

か
ら
見
れ
ば
、
い
ず
れ
も
エ

コ
ジ
ョ
ー
ズ
や
エ
コ
フ
ィ
ー

ル
と
い
っ
た
潜
熱
回
収
型
を

採
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

導
入
コ
ス
ト
が
ク
リ
ア
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
（
家
庭
用
燃
料
電
池
）
と

い
う
選
択
肢
も
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
躯
体
の
断
熱

性
を
大
幅
に
高
め
る
の
と
同

時
に
プ
ラ
ン
を
工
夫
す
る
こ

と
な
ど
で
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
で
全
室

暖
房
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
地

元
の
薪
や
ペ
レ
ッ
ト
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

提
案
し
て
い
る
設
計
事
務
所

や
住
宅
会
社
も
出
て
き
て
い

る
。（
14
面
に
続
く
）

今年度から始まった国土交通省の補助事業「住宅のゼロ・エネルギー化推進事業」で示され
ている札幌などⅠb地域の仕様例。太陽光発電は６ｋW以上のシステムが求められている

道内でも徐々にヒートポンプエアコンの採用例が目に付くようになってきた

空気熱源ヒートポンプのエコキュートも寒冷地対応
が進み、厳寒地でも採用しやすくなってきた

ガス・灯油熱源なら潜熱回収型ボイラーのエコジョ
ーズ（左）やエコフィール（右）を採用

地場の木質バイオマスを使ってエネルギーの地産地消に取り組む動
きも出てきている


